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収益事業特別会計　47,967,190円　10.0％ 収益事業特別会計　47,967,190円　10.0％

収　入
481,064,607円

100％

支　出
481,064,607円

100％

一般会計
261,391,342円

54.3%

公益事業特別会計
171,706,075円

35.7％

一般会計
261,391,342円

53.3％

公益事業特別会計
171,706,075円

35.7％

①自主財源
　会費（※会費1,728 万円については、3ページ参照）・寄付金
　事業収入・貸付事業等・その他……27,864,105 円
②公費財源
　補助金・助成金・受託金 …… 126,649,924 円
③共同募金配分金 ………………… 14,476,991円
④法人内部取引 …………………… 45,808,407 円
⑤前年度繰越金 …………………… 46,591,915円

①人件費 ……………… 63,384,840円
②事務費 ……………… 12,970,842 円
③事業費 ………………  1,161,668 円
④地域・団体支援事業… 22,907,954円
⑤生活支援事業 ……… 12,182,576 円
⑥子育て支援事業 …………812,196円
⑦さくらの家・いずみの家運営事業… 57,008,090円

⑧共同募金配分金事業 …… 15,976,991円
⑨法人内部取引 ………… 25,972,157円
⑩施設整備等支出 ……………825,140円 
⑪財務支出 ……………………260,370円 
⑫その他 …………………… 6,591,960円
⑬次年度繰越金 ………… 41,336,558円

「地域住民の個々のニーズに応え個々の生活を支え、地域の福祉問題の解決を図る社会福祉
協議会の役割」を役職員一同再確認し、社協の基本理念の一つである「協働」を主眼に置いて、
地域福祉の推進を図ってきました。
2月26日には、「第4回災害ボランティアセンター立ち上げ訓練」を開催し、東日本大震災

での「習志野市災害対応ボランティアセンター」と、住民による被災地域内での支援活動の報
告を行ないました。さらに、災害ボランティアセンターを立ち上げ、運営できるように、「緊急
対策会議」や「ニーズ受け訓練」を行ないました。

事業報告
及び

決算報告

平成
23年度 事業報告

生活支援事業
1.当事者の社会参加支援
　●『ふくし習志野』（1/1号）への記事掲載やイベント等で「福祉の出前講座」を周知しました。
2. 利用者の権利擁護の促進
　●�地区民生・児童委員協議会、市民カレッジからの依頼で、福祉サービス利用援助事業等について説明会を実施しました。
　●�法人後見プロジェクトを発足させ、実施の可否を検討していくために話し合いました。また、法人後見を実施している先進市社協に
来ていただき、お話しを伺いました。

3.子育て支援の展開
　●�ふくっぴーファミリーサロンは、東日本大震災の影響により一時休館していましたが、利用者から再開の希望もあり、臨時的に秋津の
「総合福祉センターいずみの家」にて開催してきました。それにより、新たに秋津・香澄地域の利用者増につながりました。

　　�また袖ヶ浦での再開に向け、地震対策を兼ねた梁の設置工事等を行ない、2月15日より再開しました。
4. 相談援助事業の推進
　●�住民から受けた生活相談を、相談者とともに生活課題を明らかにし、関係機関との連携をとりながら課題解決に努めました。

地域・団体支援事業
1.災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施と災害対応
　●�冒頭の通り「第4回災害ボランティアセンター立ち上げ訓練」を行ないました。災害対応ボランティアセンターの活動報告と、市民
による被災地域内での支援活動報告をし、今後の災害時に、どのような取組みが必要かを考えるシンポジウムを行ないました。また、「緊
急対策会議」や「ニーズ受け訓練」では関係団体との連携に焦点を置き、災害時における様々な状況下で、早期に確実に災害ボランティ
アセンターを立ち上げて運営していけるように、訓練を行ないました。

2. 社協支部活動の推進
　●�地域福祉推進の拠点となる社協支部事務所が、全支部に設置されました。また、社協支部活動の周知及び担い手の発掘を行なうために、
『ふくし習志野』で「支部活動協力員の募集」を行ないました。

3.青少年ワークキャンプの見直し
　●�２泊から１泊にし、全ての日程を短縮した上で、内容も凝縮させ参加しやすさに配慮した結果、新規参加者の増加につながりました。
4. 小中高等学校を一貫した福祉教育の企画
　●�平成21～ 23年度において指定を受けていた、屋敷小学校・鷺沼小学校・第六中学校・実籾高校・屋敷花咲まちづくり会議を中心と
した「福祉教育推進連絡会議」が最終年度を迎えました。8月には、福祉教育研究県大会において、各学校と地域が連携した「あい
さつ運動」や「クリーン運動」等のこれまでの取組みについて報告を行なうことができました。

その他
1. 在宅福祉事業の推進
　●�各事業のサービスの質の向上につなげるため、利用者及び家族を対象としたアンケート調査を実施しました。
2.自主財源の確保
　●�売店運営では、習志野市庁舎の今後の移転・建替えに伴うふくっぴーショップの運営見直しについて、経営検討委員会で検討しました。

具体的な活動例

収支決算内訳
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特別会費　●屋敷支部　浅井進 安達みどり 井口一 幾度雄介 池上友吉 石堂年男 糟谷若江 川島克己 川俣登 合間正秋 合間尚志 木村房子 小池文子 国分
和子 小林三夫 佐々木光世 高橋敏夫 鳥光隆 中台聡子 中台仁太郎 中台晴美 中台守 中台康雄 中野静雄 中野尚宏 中村吉彦 新田房子 長谷川誠一 馬場喜四
郎 林孝治 古市一吉 松田政四郎 村井操 吉野和男 若林守
アオキ アンナカ エーデルワイス おそば久司 川鍋工業 京葉サッシ販売 小山歯科医院 セブンイレブン習志野屋敷店 総合インテリア櫻井 中台水道 習志野葬
祭 白光舎 豊立会 ポニークリーニング三代川 マイホーム習志野 丸和商店 屋敷消防団　 一般会費　●津田沼支部　津田沼6丁目第1町会　
●屋敷支部　屋敷4丁目町会　●秋津支部　秋津団地中央自治会　●香澄支部　香澄5丁目町会 Ｌ・フロール4丁目町会　
赤い羽根共同募金 　津田沼６丁目第１町会 第三中学校　 歳末たすけあい募金 　津田沼６丁目第１町会

●金銭寄付　岩間つや子 加賀弘子 坂中照美 望月信次郎 アートフラワーサークルひなげし 健康マージャンセブン 国際ソロプチミスト船橋 さくらの家編物
サークル さくらの家パッチワーク桜花 さくらナツメロまつり実行委員会 シルバー人材センター女性の会 新鮮市場マルエイ薬園台店 千葉県トラック協会習
志野支部青年部会 千葉県馬主会、習志野市サークル連絡協議会 社協鷺沼支部 習志野商工会議所女性会 習志野新潟県人会 ボートピア習志野（株式会社テッ
クエステート） 津田沼小学校 大久保小学校 実籾小学校 大久保東小学校 東習志野小学校 袖ヶ浦東小学校 屋敷小学校 藤崎小学校 秋津小学校 第一中学校 
第七中学校 第六中学校　●物品寄付　関口彩子 ボランティアサークル「ひまわり」 明治安田生命労働組合

東北関東大震災義援金 　城之内照和 千嶺会

ご協力ありがとうございました（敬称略）　

平成 24年３月に納めていただいた方々

平成 24年 2月 1日～平成 24年 4月 30日にご協力いただいた方々

平成 24年 3月 1日～平成 24年 4月 30日にご協力いただいた方々

平成23年度の一般会費・特別会費1,728万円の使いみち

社協支部活動 福祉サービス利用援助事業

広報啓発活動

　地域福祉の推進役として、各地域に16の支部を設
置しております。谷津・津田沼・鷺沼・鷺沼台・藤崎・
大久保・屋敷・実籾・東習志野・花咲・袖ヶ浦・香澄・
秋津・津田沼北部・本大久保・谷津西部の全16支部の、
地域福祉活動をきめ細やかに行なうための支部事務
所の運営費として使わせていただきました。
　また、住民参加型家事援助等サービス事業、ふれ
あい・いきいきサロン、子育てサロンの周知に関する
事務費用や、年１回支部委員が集まって実施する支部
役員研修会の費用に使わせていただきました。

　高齢の方や障がい
のある方が地域で安
心して暮らせるよう、
生活支援員がご自宅
にお伺いし、日常的な
金銭管理や福祉サー
ビスを利用するため
のお手伝いを行なう
福祉サービス利用援
助事業に使わせてい
ただきました。

　広報紙「ふくし習志野」を年 4回発行していま
すが、そのうち4月 1日号、
7月 1 日号及び、災害ボラ
ンティアセンター活動状況
を報告した臨時号の発行の
ための費用として使わせて
いただきました。「ふくし習
志野」では、社協の事業や、
地域で行なわれているさま
ざまな活動を紹介していま
す。

1,299万円 39万円

390万円
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サロンの目玉は、あたたかい手作りのおいしいお昼ごはんが食べられること！
支部委員の方々がサロンに来てくださる方々のために、朝９時頃から腕によりをかけてごはんを作っています。
午前11時を過ぎると、一人、またひとりと地域の高齢者の方々が集まってきました。
お昼ごはんの前に袖ヶ浦第二保育所の園児たちがやってきて、サロンに来た高齢者と一緒にお手玉や折り紙で楽しいひと時
を過ごします。鶴を折ってもらうのを楽しみに待っている男の子。紙飛行機を作って飛ばし合ったり、お手玉を教えてもらっ
たり、団らんしたり、みんなの笑顔があふれます。
「ここに来ると皆に会える。家にいるよりもここに集まってみんなで話しをするのが楽しい」「保育園児とのふれあいが楽し
み。10時頃から家でそわそわして、いつも楽しみに来ています」と参加された方々がお話ししてくださいました。

12時になるとお昼ごはんです。本日のメニューは「中華丼」
と「うどん」の２種類。毎回、ごはん物と麺類の２種類を用意
しています。価格は何と各200円！食材を地域の農家の方々に
ご協力いただくなど工夫しています。
「天気が良い日は座席が満杯になるくらい、たくさんの方が
集まります。おいしい手作りのごはんは高齢者の方たちだけで
なく、若いお母さんやお子さんたちの食育にもなれば」と鷺沼
支部長の鈴木とし江さん。
開催場所は、こどもセンターのすぐそば。こどもセンターを
利用するお母さんと子どもたちも、お昼ごはんを食べにやって
きます。子どもからお年寄りまで、おいしいごはんと会話を楽
しみながらゆっくりくつろげるサロンです。
※お昼ごはんは、用意がなくなり次第終了となりますので、
ご了承ください。

場　所　鷺沼連合町会会館
日　時　毎月第２水曜日　午前10時30分～午後3時
問合せ　鷺沼支部　☎452-3558
　　　　（開所日　毎週月・水・金曜日　午前10時～午後4時）

サロンの
ごあんない
サロンの
ごあんない

保育園児とのお楽しみタイム

おいしそ
うな

　　　メ
ニュー

鷺沼支部・ふれあいサロンヴィラージュ

昨年3月11日の東日本大震災を受けて、秋津地域で大きな被害に見舞われた時に、支部でも何かできるので
はないか、通院の付き添いや薬の受け取り、部屋の片付けや掃除等、日頃、支部で行なっている、住民参加型
家事支援等サービス『とんぼサービス』の力を活かして、お手伝いできるのではないかと考えました。
しかし、日頃お手伝いしている支部でも、いざという時に、どこにお住まいの・どなたが・どんな支援を必
要としているのかまではわかりません。
そこで、災害時に支援を必要とする方を把握するために、支部では災害時支援要望書を作成し、支部広報誌

「社協あきつ」の4月1日号に閉じ込み、秋津地域の全世帯に配りました。
災害時支援要望書には、氏名、住所、電話番号の他に、家族状況や車イスの利用等、障がいの有無、生活の
状況、支援要望の内容が盛り込まれています。
災害時に何か地域で役にたてるのではないかと考え、体制を整えておくことは地域の心強い味方です。
� 問合せ　秋津支部　☎452-5353

秋津
支部 災害時支援をめざして
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「はいはいスタジオ」が４月
から新しく市民プラザ大久保で
開催となりました。開催日も、
毎月第３水曜日に変更となりま
した。
新しい場所に移転し、参加
者も11組増え、大変にぎやか
になってきました。「市民プラ
ザ大久保になって、部屋が広く
なり窓が大きいので明るくなっ

た！」とスタッフやママ達にも好評です。また、「４月から新
しく内容も変えて、手遊びや絵本の読み聞かせを行なってい
ます。」と大久保支部の手塚勝子さん。ママが子どもを抱っこ
しながら手遊びをすると、子どもも声を出して楽しんでいま
した。絵本の読み聞かせは、子どもだけでなく、ママも楽し
める内容の物を選んでいるそうです。スタッフからは、「来て
くれる子どもたちが会うたびに大きくなっていて、毎回会え
るのがとても楽しみ！」との声。新しいお友達も大歓迎！ぜ
ひリニューアルオープンした「はいはいスタジオ」へ一度遊
びに来てみませんか。

対　象　0歳児親子、妊婦
場　所　市民プラザ大久保
日　時　毎月第３水曜日　午前10時～正午
問合せ　大久保支部　☎471-6193
　　　　（開所日　毎週月・水・金曜日　午前10時～午後４時）

　

　

大久保支部・はいはいスタジオ

至津田沼 至実籾

●コンビニ

日本大学生産工学部● ●東邦中・高

●銀行

市民プラザ
大久保

京成大久保

大
久
保
商
店
街

社協では、市内16ヶ所に支部を設置して、その地域
にお住まいの方々の運営により、地域福祉活動を行なっ
ています。
ちょっとした時間を活用し、支部活動に参加してみま

せんか。
震災や防犯など、いざという時にも役立つ、日頃から

の身近なご近所さんとのたすけあいやふれあいの活動
に、みなさんのご参加をお願いいたします。

協力員大募集!!協力員大募集!!協力員大募集!!
社協支部

主な
支部活動

●ふれあい・いきいきサロン、子育てサロン
　会場準備、受付、参加者との交流等

●ひとり暮らし老人食事サービス事業
　食事の調理・配膳・会場準備・受付等

●住民参加型家事援助等サービス事業
　依頼者宅での家事支援

� 【問合せ】地域福祉課

※その他、パソコン入力、チラシ作成ができる方も大募集！
　�「何かしたいけど、ここに書かれている内容は、できる
かどうか不安」という方も、お待ちしております。

	 が
リニューアルしました!!
大広間のたたみ24畳分を、カーペット敷きの板の間

に改装しました。畳による立居の不自由さが解消されま
した。また、各部屋へ通じる廊下もカーペットの張り替
えを行ないました。

利用者の皆さんからは今回のリニューアルはとても好
評なようです。これからも快適な利用環境づくりに取り
組み、皆さまのお越しをお待ちしております。

	 から

利用している方へ
インタビュー

「10数年前からほぼ毎日利用しています。
リニューアルされて明るい雰囲気になりました。
カラオケで歌うことが楽しみなので、イスとテーブルが
増えたことで、さらに利用しやすくなったと思います。」

佐藤 若子さん
東習志野在住

リニューアル後の
さくらの家は
どうですか？
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看護師みやきの

養
生
訓

養
生
訓

よ
う

　

 

じ
ょ
う

　
　く
ん

～高齢者のウォーキングの心構えについて～

　老いは脚から・・・と言われるように身体的（体力的）
老化は脚から始まります。
　毎日少しずつ軽い程度から始めて「三日坊主も何回か
繰り返せば継続になる！」くらいに考えましょう～☆

歩くためにはまず体力を作りましょう。体調の悪いときは中止または通常より軽い程度に変更する休む勇気も大切です
ウォーキングする時間帯は夏は午前中、必ず帽子を被って、冬はウォーミングアップ（10分程度）を充分にして、日中に30分程度から始めてみましょう
＊ウォーキング前に膝・足首・股関節のストレッチを行ない、関節を柔らかくする（スクワットをゆっくり10回程度）
＊足に合った靴を選ぶ
安全で快適なウォーキングの姿勢はまず目線はいつも10～15ｍ先を見ましょう
足の運びは　①�膝を伸ばしましょう。膝が伸びると歩幅が無理なく広がります
　　　　　　②伸ばした脚はかかとから着地しましょう
呼吸法は自然に足の動きに合わせて吸う吸う　吐く吐くのリズムで行ないましょう
※忘れないで！！
　脱水症状予防には水分補給です。ペットボトルを持参して少量ずつこまめに飲みましょう

元気に軽やかに80代まで歩こう!!
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第5回
鈴木金属工業株式会社� 地域社会貢献賞　受賞

「これすい」へのご来場
ありがとうございました
　6 月 10 日（日）に開催した「これが
吹奏楽だ！」は、約 2,700 名以上の方
にご来場いただきました。収益金は社
会福祉事業のために寄付させていただ
きました。
福祉イベント実行委員会

車イスを利用して
旅行や散歩に出かけませんか？
　１週間以内の場合は、無料で車イスを
貸出しをしています。ぜひご利用ください。
※車イスの運搬は行なっておりません。
※１週間以上の貸出しについては別途
ご相談ください。

【問合せ】地域福祉課

イオン幸せの黄色い
レシートキャンペーン
　毎月11日イオンモール津田沼店では、
黄色いレシートを投函ＢＯＸに入れると
お買い上げ額の１％が支援される団体に
希望の品物で寄贈されます。社協では、
災害時のための備品をそろえています。
　ご協力お願いします。

　竹宵の会（会員数12名、グループ会員8団体）
　間伐の竹を利用した竹灯りや廃油を利用したキャンドルを活用したイベントを開催し、地球温暖化防止の啓発活動
を行なうとともに、地域のコミュニケーションの場をつくるほか、東日本大震災での被災地の方と交流を行なうなど、
幅広い活動を行なっています。
　毎年８月に市役所前広場で開催しているイベント「竹宵の会 夕涼み」をはじめ、小学校や幼稚園、公民館等で実施
している「福祉 明るいキャンドルづくり」など、様々なイベントや事業を行なっています。

主な活動

①知的障がい者支援「レインボーコンサート」を開催
②福祉音楽ボランティア派遣事業と慰問活動
③東日本大震災の被災地支援活動、街頭募金
④「福祉まつり」福祉イベントの運営企画提案、参加協力
⑤福祉施設にてやさしい「折り紙講座」、子育て支援活動
⑥福祉高齢者居場所づくり「地域活動出会いフォーラム」を開催
　活動の問合せは、尾

お そ

曽昭雄（☎475-3704）まで

竹
た け よ い

宵の会
か い

様

平成 24年度
千葉県介護支援専門員実務研修試験

平成24年度
第 1回「福祉のしごと就職フェア・inちば」

試験日時　平成24年10月28日（日）午前10時～正午
受験資格　医療・保健・福祉分野の有資格者で一定期間以上の実務経験のある方
申込書類配布期間　平成24年 6月18日（月）～7月25日（水）
申込書配布場所　�県社会福祉協議会、県福祉人材センター（ＪＲ千葉駅前）

県保険指導課、各県健康福祉センター、各市町村介護
保険担当課、各市町村社会福祉協議会

申込受付期間　平成24年6月18日（月）～7月25日（水）当日消印有効
　　　　　簡易書留による郵送受付のみ
問合せ先	 千葉県社会福祉協議会　介護支援専門員養成班
　　　　　〒260-8508　千葉市中央区千葉港4-3
　　　　　☎043-204-1610／Fax 043-241-5121
ホームページ　http://www.chibakenshakyo.com/

　千葉県福祉人材センターでは、福祉施設・事業所等に就職を希望する
方を対象に、「福祉のしごと就職フェア・inちば」を開催します。
　内容は、求人のある社会福祉施設・事業所の採用担当者との個別面談
や福祉現場に関する相談等を行ない、福祉・介護人材の確保と就労をサ
ポートします。
開催日時　平成24年 7月14日（土）　午後1時～4時
会　　場　幕張メッセ国際会議場　コンベンションホール他
　　　　　千葉市美浜区中瀬2-1（ＪＲ京葉線海浜幕張駅から徒歩5分）
参加方法　開催日当日、直接会場へお越しください。
　　　　　参加費無料、履歴書不要
問合せ先　千葉県福祉人材センター　☎043-222-1294
ホームページ　http://www.chibakenshakyo.com/

受賞の様子（５月７日）



　『赤い羽根共同募金ってどんな募金なの？』
　『どういうところに使われているの？』
　赤い羽根共同募金について学び、実際にボランティア
体験をしていただく講座です。
　皆様のご参加をお待ちしています。

※内容や時間は変更になる場合があります。

場　　所　�総合福祉センターいずみの家　2階研修室
　　　　　（秋津3-4-1）
対　　象　�ボランティア活動や地域福祉に関心のある方
　　　　　原則、上記３日間の講座に参加できる方
定　　員　30名（先着順）
申　　込　7月2日（月）～8月31日（金）
申込み・問合せ　ボランティア・市民活動センター

編集すんで、夜が明けて…編集すんで、夜が明けて…

暑い夏の季節がやってきました。この時期はとても日
差しが強いですね。この炎天下のなかで、もっとも気を
つけたいのが「熱中症」です。倒れないためにもこまめ
に水分補給を行なうことや帽子をかぶるなどの対策が必
要であると思います。周りの人にも声を掛け合いながら、
予防を心がけていきたいと思います。� （Ｅ）

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

Q 問題だよ！
社協支部は市内にいくつ設置されているで
しょう。

　　　　①200ヶ所　　②１ヶ所　　③16ヶ所
　答え・住所・氏名（ふりがな）・連絡先を書いて郵送（消印有
効）、FAX、Eメールのいずれかで7月31日（火）までに応募し
てね。正解者のうち５名の方にエコバック『おでかけふくっ
ぴー』をプレゼント。正解及び当選者は「ふくし習志野」10月
1日号で発表するよ。

《正　解》②ふくし（福祉）＝２（ふ）９（く）４（し））
《当選者》早山裕也さん、小関良光さん、植田啓子さん、
鷲川英美さん、菊地好徳さん
おめでとうございます。

前号の正解と当選者

はじめてのボランティア講座
～赤い羽根共同募金編～

　あじさいクラブの会員が、練習した芸能や歌を披露し
ます。皆様お誘いあわせのうえ、ご来場ください。

日　　時　7月3日（火）
　　　　　午前9時45分～午後4時
場　　所　�習志野文化ホール
申込み・問合せ　地域福祉課

第37回習志野市あじさいクラブ
連合会芸能大会＆カラオケ発表会

日　　時 主な内容

①９月６日（木） 午前 10時
～

正午まで

ボランティアや赤い羽
根共同募金について

②９月20日（木） PRグッズの作成

③10月18日（木） ふりかえり　ほか

　テーマは自由。絵をかいたり、写真を貼ったり、いろ
いろな本が作れます。

日　　時　7月26日（木）
　　　　　午前10時～正午
場　　所　総合福祉センターいずみの家　２階研修室
対　　象　�小学生以上（大人の方のみでの参加も可能）
　　　　　※�小学生の場合は、保護者同伴でお申込み

ください。
定　　員　40組（先着順）
　　　　　※定員になり次第、〆切
参 加 費　1,050円（材料費）
内 　 容　手作り絵本・自分史・観察記録などの制作
申　　込　７月２日（月）～７月20日（金）
申込み・問合せ　企画総務課

手づくりマイ・ブック体験講座
〜材料キットを使って、自分だけの本を手作りしてみませんか?〜
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